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【緒言】 

準 2D ペロブスカイトは、PbX6 八面体無機層がフェニルエチルアンモニウムなどの有機カチオン

で挟まれたナノプレート構造を有し、無機層の厚さ (n) によりバンドギャップ (Eg) を調整することが

できる (量子閉じ込め効果)。また、簡便な塗布プロセスにより作製可能であり、優れた色純度と発光

量子収率 (PLQY) を示すことから次世代 LED 材料として期待されている。準 2D ペロブスカイト膜

は、異なる n 相 (n=1~∞) のドメインで構成されており、ワイドギャップな低次元相からナローギャッ

プな高次元相へエネルギー移動することで、緑および赤色 LED の高性能化を達成している[1-3]。しかし

ながら、低次元相により PLQY が低下するため、青色 LED では低いデバイス性能に留まっている [4]。

本研究では、金属塩 NdCl3 をドープすることで、青色準 2D ペロブスカイト層の低次元相の制御と

LED の高性能化を試みた。 

【実験方法・実験結果】 

 臭化セシウム、臭化鉛、塩化鉛、臭化フェニルエチルアミンをジメチルスルホキシド溶媒に溶解し、

標準前駆体溶液 (Pristine) を調整した。また、標準前駆体溶液に金属塩 NdCl3を添加し、NdCl3 前駆体

溶液 (NdCl3 dope) を作製した。調整した前駆体溶液をスピンコートおよび加熱乾燥 (80˚C 10 分間) に

より、準 2D ペロブスカイト膜を作製した。NdCl3 添加したペロブスカイト膜は、青色発光 (発光波長 

465 nm) において、PLQY が 10%から 35%へと向上した。また X 線回折測定より、非放射失活に起因

する低次元相 (n=1,2) の減少を確認した。さらに NdCl3 添加した準 2D ペロブスカイト LED は、純

青色発光 477 nm において、最大輝度 684 cd/m2 および最大 EQE 2.7% を達成し、高効率化に成功し

た (Fig. 1b, c)。以上の結果より、金属塩 NdCl3 ドープは、非放射失活に起因する低次元相の形成を抑

制し、PLQY および LED 性能の向上に有用な手法であることを明らかにした。 
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